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完全なIRCMシステムは100万ないし
200万ドルのコストが予想されるが、
この技術の大幅な採用にはコストが制
約条件になる（1）。この業界で議論にな
るもう1つの数値は、IRCMを装備し
た航空機の燃料消費量がシステム重量
と空気力学抗力によって3%の増加に
なることだ。この数値は商用航空機に
とって非常に大きい」と語っている。
　しかしながら、北大西洋条約機構
（NATO）の主席科学者として10年以
上にわたりDIRCMの実現に従事した
カプラン氏は、これらの障害を克服で
きる進歩の可能性を予想している。彼
は「9/11の以後、ケニア共和国のモン
バサでは2002年に商用機への攻撃が
起こり、2003年にはDHLの航空機が
攻撃された。これらは商用機の飛行に
対するMANPAD脅威の顕著な増大を
警告している」と付け加えた。確かに、
エアロスペース アメリカ誌の2006年の
レポートは民間機と商用機に対して35
件のMANPAD攻撃が行われ、500人
が死亡したと推定した。この報告書は
米国のIRCMに対する支出が2006年
の6億ドルをわずかに下回る金額から
2009年以降は10億ドル近くに増加する
と予測している。また、2006年のIRCM
市場はBAEシステムズとノースロップ・
グラマンがそれぞれ約40%のシェアを
占有していると分析している（2）。
　確かに、ノースロップ・グラマンは、
この年が最初のIRCMシステムの開発
から50年周年になったことを祝賀し
た（3）。ノースロップ・グラマンのプレッ
ジャー氏は「われわれは米国DHS（国

要のSDAP NAM衛防の）省障保全安土
請に対応して、軍用IRCMのカメラ、レ
ーザ、光学系、電子回路などの部品を
使用し、われわれの移動可能な500ポ
ンドのGuardian燃料補助タンクに収納
し、2名による10分間の作業で商用機

に取付けることができた（図2）。われ
われの商用航空会社の顧客は容器に収
納し、高脅威の地政学的場所を飛行し
なければならない航空機や脅威が増大
している状況のときの航空機に設置す
る方法を希望している。われわれは補

よに機空航xE deFたし載搭をクンタ助
る2万時間の飛行を行い、必要な燃料
の増加は算出できない程度に収まるこ
とを確認した」と語っている。プレッ
ジャー氏はシステムの高コストに関し
て、「コストは人の注意をそらすもの
（燻製ニシン）だ。コストを100万ドル
以下に下げる最善の方法は規模の経済
の実現にある。われわれは乗客1人当
たり1ドルの追加料金を徴収すれば、
妥当な数量のIRCM補助タンクを配置
し、高脅威の場所と状況での飛行を20
年にわたり保護できると推定している」
と付け加えた。
　しかし、商用IRCMはノースロップ・
グラマンだけのものではない。2011年
のパリ航空ショー（www.paris-show.
com）において、イスラエルのエルビッ
トシステムズ・エレクトロオプティクス
社（Elbit  Systems  Electro-Optics）、
つまりエロップ社（Elop）は同社の商用
DIRCM燃料タンクを展示し、エロップ
が商用航空会社とDIRCMシステムを
供給する最初の契約を結んだことは間
違いない（4）。エロップの電子光学シス
テム・レーザ担当副社長を務めるダン・
スラスキー氏（Dan Slasky）は、「われ
われは10年にわたり商用航空機に必要
な動作と現在のDIRCMシステムの欠
点を分析し、レーザ性能とジンバル技
術の両方に対して競争優位に立つこと

ができた。われわれがMUSICと名付
けたマルチスペクトル赤外防衛システ
ムは非常に狭い筐体のなかにファイバ
レーザを収容し、この技術に本質的な
高い信頼性や低いコスト、サイズ、重
量などの利点を生かしている。この技
術は広いスペクトル領域にわたり高い
効率が得られ、われわれのジンバルは
旧式の外部機構を排除し、封止された
ドームのなかに収容して、航空機外の
移動部品を不要にしている」と語ってい
る。スラスキー氏によると、エロップ
の2.7m長の商用MUSIC（C-MUSIC）
DIRCM補助タンクは、その高さと重量
が競合システムの半分以下になり、航
空機の空気抗力を非常に低いレベルに
抑えている。また、C-MUSICのミサイ
ル警戒システムを構成するジンバルの
高速動作とカメラの非常に広い視野は、
このIRCMをBoeing  747やAirbus 320
などの大型航空機に理想的なシステム
にしている。スラスキー氏によると、エ
ロップはMISICとC-MUSICのマーケ
ティングにおいて非常な成功を収め、
軍や民間航空会社ばかりでなく、軍事
的に危険な地域への飛行を契約する貨
物航空会社やVIP専用機の会社からも
引合いを受けている。
　最近の民間人に対する脅威の増大を
考えると、政府や民間の機関がIRCM
を製品化する方法を見いだすであろう。
カプラン氏は「わたしはわれわれの産
業界や規制当局が、悲惨なテロ攻撃、
つまりIRCM技術を用いれば防止と人
命救助が可能になるかも知れない事態
の発生を待つようなことはしないと思
いたい」と語っている。
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